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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.mis-r.co.jp/バイオマス関連

　弊社は、独自特許の旋回式乾留ガス化バーナーを有しており、これまでに、木チップ、バーク、廃菌床、
  乾燥汚泥、RPF、廃プラ包材など、多様なバイオマス燃料を使用した熱回収の実績を構築して参りました。

　2016年発行のパリ協定がトリガーとなり多くの企業で2030年までのCO2削減目標を設定して取り組みを
　開始しておられます。
　然しながら、様々なプラスチックが層状に成型されている原料の包材は複合素材と呼ばれ、マテリアルも
　ケミカルもリサイクルが困難と言われています。

　弊社と致しましては、弊社の特許技術に裏打ちされた乾留ガス化
　バーナーを活用して複合素材の廃プラ(※）から熱回収したいと
　考えております。
  ※塩ビ系のプラスチックは対象としておりません

　高温高圧蒸気を獲得し、現行ボイラーの化石燃料使用量を削減する
　ことで、地球温暖化ガス排出削減に貢献したいと考えております。

　お客様のメリットは廃プラの高い発熱量を活用して化石燃料の使用
　量を削減することでCO2排出量の削減に繋げ、同じに廃棄物排出量を
　抑制することで、工場収益の向上を狙うものです。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

　株式会社エム・アイ・エス
  取締役　小田　要
   ☎：092-834-5131
   mail：k-oda@mis-r.co.jp

導入対象となる分野・プロセス

159,675

9856.5

　燃料を直接燃焼する従来方式ではなく、微量空気の雰囲気の中で熱分解することで燃焼性の高い乾留ガスに
　替え、その後に一気に空気を供給して完全燃焼させる方式です。

　燃焼筒は常時回転しており、燃焼途中の燃料表面に付着した灰を振り
　落とし酸化（燃焼）スピードを向上させる高効率な装置です。

162,000,000

 高温高圧蒸気を生産ラインで使用する食品工場など

工場・事業場当たりの想定省エネ率 －

E.製造業

85.0設備・システム当たりの想定省エネ率

MIS Joule-SB■■■型蒸気ボイラ- / MIS Joule-WH■■■型温水ボイラ-

１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 630,000

https://www.mis-r.co.jp/

株式会社エム・アイ・エス

廃プラボイラーシステム

福岡県福岡市西区今津5413番１0



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野

  機械構成：
　１．バーナー  ：MIS Joule-R500型 乾留ガス化バーナー
　　　　　　　　  熱出力：581kW、定格出力500,000kcal/h
  ２．ボイラー  ：巴商会設計 500kg/h 多管式貫流ボイラー
　　　　　　　　  ボイラー効率80％、ボイラ区分：簡易ボイラ
  ３，燃料化装置：250g/h 一体型軟質フィルム専用燃料化装置
　４．周辺機器  ：軟水器/薬注器、計量機構付き燃料投入装置、
　　　　　　　　　蓄圧器、各種ピット、PLC制御盤

対象設備・プロセス 廃プラ熱回収設備食品製造業、その他製造業

　想定導入価格（上述）に含まれるもの
１．設　備：Joule-R500型バイオマスバーナー、Joule-SB500型 ５００kg/h 蒸気ボイラー及び周辺機器、
           ４㎥アキュムレーター、５００kg/h フィルム状プラスチック専用 破砕洗浄脱水成型機
２．その他：設計費、搬送導入据付費、配管配線工事費（2次工事）、旅費交通費、管理費、行政対応支援費


